
 

旭地区の人口と世帯数（令和５年４月１日現在） 

人   口        ２，３７５人 （前月比‐１２人） 

世 帯 数      １，０４１世帯（前月比＋３世帯） 

空き家情報バンク制度による移住実績 

令和５年度(４月３０日現在)  
制度開始(平成２２年度)以降の累計   

１組  １人 

８９組２０５人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

子どもの健やかな成長を願って飾られるこいのぼり。４月５日（水）、小渡商工観光会の皆さん

により、島崎町の矢作川沿いに 28 本、約 150 匹のこいのぼりが立てられました。 

この取組は 30 年以上続けられており、川を吹き抜ける気持ちの良い風に乗ってたくさんの鯉が

舞い泳ぐ様子は、住民や観光客の楽しみとなっているこの季節の風物詩です。 

山の緑も色濃くなり、お出かけには絶好の季節となりました。３年間の自粛生活から少しずつ抜

け出し、大空を舞う鯉のように元気な旭地区が戻ることを願ってやみません。 

１ 

矢作川を鮮やかに彩るこいのぼり

不要になったこいのぼりがありましたらお譲りください。【問合せ】旭観光協会 電話 ６８－３６５３ 

 

※ あさひげんき通信は、豊田市ホームページからもお楽しみいただけます。  豊田市 旭支所だより 🔎 検索 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

（新任） 

敷島自治区長 

沓名 雄司 

 

浅野自治区長 

稲垣 辰郎 

（新任） 

笹戸自治区長 

後藤 康仁 

会長 

築羽自治区長 

安藤 国博 

副会長 

小渡自治区長 

田村 重幸 

【区長会の役割】 

●自治区を核とする地域、人づくり 

●自治区相互の情報共有 

●行政機関等との連絡、調整 （敬称略） 

竿頭綬の表彰を受ける第２分団(笹戸地区) 

る第２分団（笹戸） 

２ 

 

 

公道で行われる自動車競技「ラリー」の世界最高峰の大会、FIA 世界ラリー選手権。今年は、

豊田市が主催となり、愛知県・岐阜県の６市町（豊田市、岡崎市、新城市、設楽町、中津川市、

恵那市）において「ENJOY！RALLY JAPAN」を合言葉に、11 月 16 日（木）～19 日（日）の

4 日間で開催されます。 

 旭地区でも走行が予定されており、美しい紅葉や旭のまちを走るラリーカーが見られます。

観戦エリアやチケットの販売等について、順次お知らせしていきますので、お楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度 FIA 世界ラリー選手権の開催の様子（旭高原 SS、旭支所リグループ、築羽リエゾン） 

■旭地区区長会 

 
 

地 域 の 話 題 

 

 

●問合せ 

旭支所 地域振興担当 

電話 ６８－２２１１ 

 

豊田ルネッサンスライオンズクラブ様から「ドウダン

ツツジ」の苗木を寄附していただきました。旭高原元気

村の第２駐車場上の斜面に 78 本植えられ、秋には赤く

紅葉する予定です。鮮やかな風景が楽しみですね。 



  

 

3 月 11 日、「令和 5 年度わくわく事業公開審査会」が行われ、審査の結果、１２団体の事業

が採択されました。これから各団体の活動が始まります。今後の活躍に期待しましょう！ 

  

団体名（代表者） 事業名 [新規・継続 / 交付金額] / 事業内容 / 活動地域 

あさひガキ大将養成

委員会 

（安藤 征夫） 

森は私たちを育て いつかは田舎へ事業［継続 10回目/1,000,000 円］ 
ツリーハウスやファイヤーピットやコンポストトイレづくり、田植え、森を学ぶ

などの活動を通して田舎の自然を直接体験し、田舎回帰の想いを育み、将来の中

山間地域への移住や交流人口の増加を図る。/旭地区 

旭もくもく会 

（伊藤 浩二） 

旭の木を使おまい事業［継続 5 回目/524,000 円］ 
自治区へ各 2 基のベンチを設置、また観光スポット用の大型写真フレームを 4 基

作成し、観光協会が関係するイベント等で来場者に写真を撮ってもらうことで、

旭の自然豊かな風景と木材の良さを多くの人に知ってもらう。/旭地区 

旭ＧＳ（減災） 

ボランティア 

（鈴木 誠） 

地域減災啓発事業［継続 10 回目/98,000 円］ 
旭高原元気村テントサイトでのテント張り・ロープワーク・炊き出しの実践研

修や小渡小学校防災訓練への協力を通じて地域住民に防災・減災意識を啓発

し、避難生活に役立つ知識と実践する力を身につける。/旭地区 

あさひ根っ子の会 

（林 冨造） 

林育推進事業［継続 8 回目/328,000 円］ 
園児や小中学生を対象に森の健康診断や地域校外学習など、森の持つ豊かさに触

れ、味わう機会を創出するとともに、地域住民に森林再生を森林資源活用の必要

性を啓発する活動（標語・ポスター）を行う。/旭地区 

あさひ防災アクショ

ンプロジェクト 

（安藤 国博） 

防災アクションプロジェクト事業［新規/993,000 円］ 
防災ワークショップを実施し、地域の避難行動の検討を行う。また、旭地区内に

設置した雨量計からデータを収集し、地域の正確な降雨量や防災情報をアプリを

通じて発信することで、地域住民に避難行動に移る意識の啓発を行う。/旭地区 

太田に陽だまりプロ

ジェクト 

（岡本 昌己） 

太田町民の憩いの場づくり［新規/287,000 円］ 
太田区民館前の山の雑木・竹林の伐採及び人工林の間伐を実施し、自然散策道を

造成することにより、景観を向上させるとともに、町民の憩いの場づくり及び街

の人たちとの交流の場として活用する。/太田町 

しきしま重点プロジェ

クト推進チーム 

（鈴木 辰吉） 

しきしま重点プロジェクト推進事業［継続 2 回目/1,000,000 円］ 
「しきしま♡ときめきプラン 2020」に定めた 3 つの重点プロジェクトを推進す

ることで、地域自治先進モデルを構築、子どもから高齢者まで誰もが安心して暮

らせる地域社会を実現する。/敷島自治区 

惣田花樹の会 

（三宅 貞夫） 

地域性を活かした景観向上事業［継続 11 回目/163,000 円］ 
惣田町内の道路沿いに花木を植樹し雑草雑木の処理を行い、地域の景観向上と活

性化に取り組み、美しさと魅力あふれるまちづくりを継続していく。/惣田町 

みんなのしきしま 

プレーパーク 

（柳澤 二郎） 

地域の施設と特色を活かした、魅力ある子育て環境整備事業［継続 4 回
目/347,000 円］ 敷島会館敷地内でプレーパークを開催し、子どもたちの活動

の場と、世代を超えた住民の交流の場を創出する。/敷島自治区 

広畑さとやまプロジ

ェクト（三嶋 秀樹） 

広畑さとやまプロジェクト［継続 2 回目/1,000,000 円］ 
手入れの行き届かなくなった山の間伐や伐採を行い、伐採した周辺を公園として

整備することで日当たりをよくし、過ごしやすいまちづくりを行う。/小渡町 

旭中サンライズプロ

ジェクト（後藤 光弘） 

旭中サンライズプロジェクト事業［継続 4 回目/649,000 円］ 
「ひろがるあさひ 木活用形」をテーマに、旭内外のイベントに出展し、間伐材体

験コーナーやパネル展示、旭地区 PR カードの配布を行い、旭地区の魅力を PR す

る。また、SNS での活動報告や情報発信を行う。/旭地区・豊田市内 

歴史と自然豊かな押

井づくりの会 

（鈴木 辰吉） 

持続可能な農村モデルづくり事業［継続７回目/823,000 円］ 
押井町内の貴重な歴史資源と周辺の豊かな自然環境を保全し、関係人口となる

人々の助けを活かし、ともにつくる持続可能な農村モデルを探求する。/押井町 

３ 

 

 

令和５年度「わくわく事業」交付決定！ 



 

   

 

 

 

 

 

 
  

ドクターヘリコプター（以下「ドクターヘリ」）は、医師や看護師が重篤な患者さんに 
救急処置を施すため、必要な医療機器と医薬品を搭載した救急専用のヘリコプターです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要請先 消防機関（１１９番通報時や救急現場） 

運 行 
午前８時３０分～午後５時（日没時間により変更あり。霧や雨など有視界飛
行ができない場合を除き、休みなし） 

離着陸場所 ランデブーポイント（指定場所）及び機長が判断した場所 

収容病院 医師が決定（患者さんの容体や家族の希望も考慮） 

同 乗 家族等のドクターヘリへの同乗は原則できません 
 

費 用 ドクターヘリ運行に係る費用（維持管理費）は国と県から補助され、医師が
行う治療費などは、患者負担となります 

 ～ ドクターヘリコプターの豆知識 ～  

 ～  

 

 
 

旭コッキーバス（予約バス）をご利用ください。 

【問合せ】足助警察署 電話 ６２－０１１０ 

令和５年４月から道路交通法の改正により、日本国内の全ての自転車利用者に対する乗車

用ヘルメットの着用が努力義務となりました。 

ヘルメットは転倒した際に頭部を守り、けがの発生や程度を抑える大きな効果があります。

自転車を運転するときには、大人も子どもも乗車用ヘルメットを着用しましょう。 

  

４ 

自転車に 乗るなら必ず ヘルメット 

予約センター ☎０１２０－８１－４９９７ 

 

 ～ 自転車を安全に利用しよう ～  

 

豊田市役所旭支所への電話は  
●地域振興担当／68－2211  ●市民生活担当／68－2213 

【夜間・休日等職員不在時は足助支所警備員室へ転送されます】 

 

電話 ６８－１１１９ 

【運 行 日】平日（月～金曜日） 

※祝日及び１２月２９日～１月３日は運休します。 

【運行時間】午前９時～午後８時（乗車時刻） 

【予約受付】平日 午前９時～午後６時 

      ※利用日１週間前～当日１時間前までに電話予約受付。 

【利用料金】大人１回２００円 ／ 小人（小学生）１回１００円 ／ 未就園児 無料 

＜予約バスとは・・・＞ 

【問合せ】足助消防署旭出張所 

➀ 電話予約で ②主に旭地域内のバス停間を ③希望する時間に行き来できます。 

  
 



 

  

５ 

本年度も、あさひまつりにおいて WRC 応援企

画「ミニ四駆レース大会」のほか、新企画「はね

っこクラブ」、「20 歳の集い」等、さまざまなイ

ベントを予定しております。コロナ禍も終息に向

かい、また新たなスタートになりそうです。皆様

のご参加、ご協力よろしくお願いします。 

福祉部会では、健康・安全・家計

などさまざまな面からの情報をお

届けする活動に取り組んでいきた

いと思っています。「楽しかった

ね」、「行ってよかったね」と思って

いただけるよう部会員 10 名で力を

合わせてがんばっていきます。１年

間よろしくお願いします。 

会長 

安藤 国博 

 

文化部会長 

原田 公夫 

 

青少年育成部会長 

伊藤 洋 

スポーツ 

健康部会長 

森下 固 

福祉部会長 

近藤千恵子 

◇事業のお知らせ 

スポーツ健康部会【ボッチャ体験会】  

日 時 ： 6 月 11 日（日）午前 9 時 30 分～正午 

場 所 ： 旭総合体育館 

対象者 ： どなたでも    

参加費 ： 無料 

持ち物 ： 運動のできる服装・室内シューズ・ 

飲み物・タオル 

申込み ： 旭交流館 電話 68-2215  

（祝日を除く月曜日は休館） 

6 月 2 日（金）締切り 

広報部会長 

後藤 芳文 

 
今年度は、住民の皆様にス

ポーツを通じたコミュニケ

ーションづくりと健康増進

を目的に活動していきます。

お子様からご年配の方々ま

でが楽しめる行事を計画し

ております。ご参加のほどよ

ろしくお願いいたします。 

旭地区コミュニティ会議の大きな目的は、地域の人たちが、「日常生活の中で 

交流を深め、助け合いに満ちた住みよい地域社会をつくること」と「地域で活動す

る各種団体の連絡調整、情報交換」の場です。 

しかし、3 年間、新型コロナ感染症によりコミュニティ活動は制限を受け、皆様

も感染予防など、生活そのものが随分変わってしまったと思います。 

今年度は、マスクの着用も緩和され、新しいウィズコロナの始まりとして活動を

推進してまいります。しかし、コロナ禍前のように、すぐ戻れるものではないと思

います。事業を役員、部会員で検討し実施してまいります。皆様のご支援ご協力を

どうぞよろしくお願いいたします。 

令和 5 年度 旭地区コミュニティ会議会長・部会長の紹介 

 

 新型コロナ感染症対策にはまだまだ気が抜け

ない状況ですが、失いかけていた「人と人とのつ

ながり、ふれあい」を取り戻すべく皆様からご意

見をいただき、「飛躍」、「向上」を象徴する卯年

にちなんで大きくジャンプできればと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 皆様の心の片隅に少しで

も残る広報活動を行いたい

と思います。今年度も旭地区

コミュニティ会議の各事業

の取材にお伺いさせていた

だきます。取材の際には広報

部会員をよろしくお願いし

ます。 

◇広報部会より 

旭地区コミュニティ会議 

 『旭地区コミュニティ会議だより』を担

当します、広報部会です。１年間このメン

バーでコミュニティ事業の発信をしてい

きます。どうぞよろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

６ 

～図書利用について～ 

スマートフォンやタブレットの画面に図

書利用カードのバーコードを表示して貸し

出しができるようになりました。 

★図書雑誌紹介★ 

4 月のロビー展は 

三浦幸博さん（杉本 

町）による「写真」 

の展示でした。色鮮やかな作品は、見る人

を楽しませてくれました。 

5 月のロビー展は池野早苗さん（須渕町）

の「みこらぼすいーつ（スイーツデコレー

ション）」です。ぜひご覧ください。 

年間スケジュール予定 

(敬称略) 

 

【スマートフォン教室】 
   

 

日 時：①7 月 14 日（金）、②28 日（金） 

③8 月 25 日（金） 

午後 6 時～8 時 

場 所：旭交流館 

定 員：各先着 12 名 

対象者：旭地区在住の 50 歳以上 

参加費：500 円 

※詳しくはチラシをご覧ください。 

・＆Premium （月刊）

・3 分クッキング（月刊） 

・BRUTUS（月 2 刊） 

・NHK 趣味の園芸（月刊） 

・暮しの手帖（隔月） 

・月刊クーヨン（月刊） 

・自遊人（季刊） 

令和 5 年度の旭交流館図書室の雑誌は以

下の通りです。 

雑誌の貸し出しは、バックナンバーに限

ります。最新号は閲覧のみとなりますので

ご了承ください。 

TEL ：６８－２２１５／FAX：６８－２４９０ 

MAIL：ph-asahi＠city.toyota.aichi.jp 

ＨＰ：http://ph-toyota.jp/guide/asahi/ 

〒444-2892 豊田市小渡町船戸 15-1 

※詳細は豊田市中央図書館 
ホームページをご覧ください。 

 

※スクリーンショットした画像の使用は 
できませんのでご了承ください。 

【旭の魅力再発見】 

大人のふるさと探訪 ～わが町旭を楽しもう～ 
 

日 時：7 月 8 日（土） 

午前 10 時～午後 3 時 

場 所：旭高原元気村・旭郷土資料館 

定 員：先着 25 名 

対象者：どなたでも 

参加費：1,700 円（参加費・昼食代を含む） 

※詳しくはチラシをご覧ください。 

 

 

生活に役立つスマートフォンの 

使い方を知ろう！ 

      作品      出展者 
 

５月 みこらぼすいーつ  池野早苗 

６月 俳句      安藤三千代 

７月 己書      富永麻衣子 

８月 絵画       小池正己 

９月 絵画他     林房子・鈴木多技子 

10 月 あさひまつり文化作品展 

11 月 楽書           山岡 恵   

12 月 みこらぼすいーつ  池野早苗 

1 月 あさひごよみ原画展   山岡 恵 

あぬくもりの里利用者 

2 月  絵画          板倉小夜子 

3 月 墨画      安藤好子 
 

（公財）豊田市文化振興財団 


